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最
近
、
毎
日
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
、
賑
や
か
に

報
道
し
て
い
る
農
業
と
食
料
の
問
題
、
そ
し
て
農
業
と
言
え

ば
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
担
い
手
の
確
保
、
食
料
と
言
え
ば

安
心
、
安
全
が
一
つ
の
ま
く
ら
詞
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

現
在
、
我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
約

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、

世
界
人
口
は
年
々
増
え
つ
づ
け
、
二
〇
五
〇
年
に
は
一
〇
〇

億
人
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
、
食
料
の
バ
イ
オ
燃
料
化
等
か

ら
近
い
将
来
、
世
界
的
規
模
で
の
食
料
不
足
に
陥
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
政
府
は
食
料
自
給
率
の
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
今
般
農
地
法
の
一
部
改
正
等
を
行
い
、
農
地
の
有
効
利

用
を
基
本
に
耕
作
し
や
す
い
方
策
や
、
営
農
と
し
て
成
り
立

つ
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
採
用
等
農
業
政
策
の
強
化
に
乗
り

出
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
大
月
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
の

た
め
耕
作
放
棄
地
が
増
加
の
一
途
に
あ
る
状
況
か
ら
、
気
軽

に
野
菜
作
り
が
誰
で
も
出
来
る
よ
う
に
遊
休
農
地
の
斡
旋
や

収
穫
し
た
農
産
物
を
提
供
で
き
る｢

地
産
地
消｣

の
促
進
、
さ

ら
に
は
農
地
の
基
盤
整
備
と
集
積
を
進
め
て
組
織
化
農
業
の

振
興
を
図
る
等
、
食
料
自
給
率
の
向
上
に
微
力
な
が
ら
私
た

ち
農
業
委
員
は
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十

五
日
、
新
た
な
農
地
法
な
ど
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
改
正
で
は
、
農
地
転
用
規

制
の
厳
格
化
な
ど
に
よ
り
、
農
地
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
貸
借
規
制
を
緩
和
し
、

地
域
と
の
調
和
を
図
っ
た
上
で
、
最
大
限

に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
耕
作
者
の
地

位
の
安
定
と
食
料
の
安
定
供
給
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
主
な
改
正
点

を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

◎
農
地
法
の
主
な
改
正
点 

【
責
務
規
定
の
新
設
】 

 

農
地
に
つ
い
て
、
所
有
権
ま
た
は
賃
借

権
な
ど
の
使
用
収
益
を
目
的
と
す
る
権

利
を
有
す
る
者
は
、
農
地
の
適
正
か
つ
効

率
的
な
利
用
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
、
責
務
規
定
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
責
務
規
定
を
前
提
と
し
て
農

地
転
用
規
制
や
遊
休
農
地
対
策
の
強
化

な
ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

【
農
地
の
貸
借
規
制
の
緩
和
】 

 

農
業
の
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
農
地

の
効
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
、

農
地
の
貸
借
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
要
件
（
※
）
を

満
た
す
こ
と
で
農
業
生
産
法
人
以
外
の

法
人
（
一
般
法
人
、
Ｊ
Ａ
な
ど
）
や
農
作

業
従
事
者
以
外
の
個
人
も
農
地
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
貸
借
の
許
可
を
受
け
た
後
に
要
件
を

満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
農
業
委

員
会
は
勧
告
や
取
り
消
し
を
行
い
ま
す
。

 

※ 

一
定
の
要
件
と
は 

① 

不
適
切
に
利
用
さ
れ
た
場
合
は
、
貸

借
を
解
除
す
る
旨
の
条
件
に
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
。 

② 

地
域
に
お
い
て
他
の
農
業
者
と
適

切
な
役
割
分
担
の
下
、
継
続
的
か
つ

安
定
的
に
農
業
経
営
を
行
う
と
見

込
ま
れ
る
こ
と
。 

③ 

法
人
の
場
合
、
業
務
執
行
役
員
の
う

ち
一
人
以
上
の
者
が
農
業
に
常
時

従
事
（
年
間
一
五
〇
日
以
上
）
す

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

 

【
相
続
な
ど
の
届
け
出
】 

 

相
続
な
ど
、
農
地
法
の
許
可
を
要
し

な
い
農
地
の
権
利
取
得
の
際
、
農
業
委

員
会
に
届
け
出
を
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は
届
け
出
の
あ

っ
た
農
地
に
つ
い
て
、
適
正
か
つ
効
率

的
な
利
用
が
図
ら
れ
な
い
恐
れ
が
あ

る
場
合
、
担
い
手
な
ど
へ
の
あ
っ
せ
ん

を
行
い
ま
す
。 

 

な
お
、
届
け
出
を
行
わ
な
か
っ
た

り
、
虚
偽
の
届
け
出
を
し
た
場
合
は
、

十
万
円
以
下
の
過
料
と
な
り
ま
す
。 

 

【
遊
休
農
地
対
策
の
強
化
】 

 

こ
れ
ま
で
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
き
た
遊

休
農
地
対
策
が
、
農
地
法
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
所
有
者

に
対
す
る
指
導
、
通
知
、
勧
告
ま
で
の

手
続
き
を
農
業
委
員
会
が
一
貫
し
て

行
う
こ
と
と
な
り
、
遊
休
農
地
対
策
が

強
化
さ
れ
ま
す
。 

【
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
】 

 

随
時
、
農
業
委
員
が
農
用
地
を
巡
回

し
、
状
況
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

 

【
非
農
地
証
明
】 

現
在
大
月
市
で
は
、
非
農
地
化
し
た

土
地
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

非
農
地
証
明
は
農
地
法
の
許
可
を

取
ら
ず
に
、
山
続
き
の
農
地
が
自
然

に
山
林
化
し
て
し
ま
っ
た
状
態
。
ま

た
、
自
分
の
農
地
に
自
分
が
家
を
建

築
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
四
条
の

許
可
を
必
要
と
し
、
他
人
よ
り
土
地

を
購
入
ま
た
は
、
貸
借
し
て
家
を
建

築
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
農
地
法

第
五
条
の
許
可
を
必
要
と
し
ま
す

が
、
こ
れ
ら
農
地
法
の
許
可
を
故
意

的
で
は
な
く
、
農
地
法
を
全
く
知
ら

な
い
で
家
屋
を
建
て
て
し
ま
い
、
永

年
経
過
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
農
業
委
員
会
事
務
局
に
相
談

し
、
非
農
地
証
明
交
付
の
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。 

 



農地等について、権利の設定、又は所有権の移転をするため許可を受けようと

する場合には、農地法第３条の許可申請書を農業委員会へ提出する。  
申 請 書  

（受付締切日 毎月１０日） 

自己所有の農地を農地以外の用途に転用する場合。  

農地等について、その転用のために所有権を移転し、又は地上権、永小作権、

使用賃借による権利を設定し、もしくは移転する場合。  

毎月１０日までに  
申  請  

（ 休 祝 日 の 場 合 は 前 日 ）

許可書が 
届きしだい通知 

毎月 25 日総会  
（ 休 祝 日 の 場 合 は 前 日 ）

総 会 終 了 後 県 へ 進 達  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農地の権利異動や転用を行う場合は、 
農業委員会又は県知事の許可が必要です 

転用許可を受けずに、勝手に転用することは法律で禁止されています。  

農 地 法 第 ３ 条 

農 業 委 員 会 
総会 毎月 25 日  

（休祝日の場合は前日）  許可書を交付  

申 請 人  
（農地所有者）

農 地 法 第 ４ 条 

農 地 法 第 ５ 条 

※４・５条関係の申請から許可書交付

申 

請 

書 
農
業
委
員
会 翌月 20 日頃郵送 

農業会議 
常任会議員 
の会議 

（翌月の 15 日前後）

諮 問
県
（
振
興
局
） 

転 用 確 認 証 明 

申 

請 

書 

現地確認 
（現地の写真を 

撮ります） 

証
明
書
発
行 

法 

務 

局 

（申請書から発行まで１週間

前後かかります）  

～登録地目の確認を～ 
 現在農地法の許可後、転用はしたものの登記地目が農地になったままの方がたくさんおられます。課税上は宅

地等になっていると思いますが、法務局に地目の確認を再度してみてください。もしも、農地になっている場合

には、農業委員会事務局に転用確認証明申請書の提出をお願いします。 

 また、許可書の紛失により、再度許可の取り直しにならないためにも早い時期に出しましょう。わからない点

等がありましたら、農業委員会事務局までお問合せください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
発
行 

大
月
市
農
業
委
員
会 

●
編
集 

大
月
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り 

編
集
委
員
会 

大
月
市
大
月
２
‐
６
‐
２
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あなたの地域を担当する農業委員です 

氏  名 担  当  地  区 箱 ワ ナ 保 管 者   

小 俣   誠 笹子町全域   ※有害鳥獣駆除用の箱ワナを 

宮 咲 寛 也 初狩町全域 ドラム缶式（熊用） 農業委員が管理しています。 

白 輪 地 操 上真木全域・桑西・間明野・恵能野   利用希望の方は保管者まで連 

矢 光 政 成 下真木全域   絡をお願いします。 

平 井 美 孝 花咲全域・沢井・大月・御太刀・駒橋 

ドラム缶式（熊用）・両開き

式（猪・熊用）・片開き式（猪

用） 

  

鈴 木 達 成 畑倉全域・日影・東奥山 ドラム缶式（熊用） ※農地に関わる悩み等がござ 

小 俣 光 弘 浅利・強瀬・岩殿・西奥山   いましたら、担当地区の農業委 

志 村 喜 光 大島・下和田・葛野   員までお気軽にご相談ください。 

西 村 恒 男 奈良子・林・田無瀬 ドラム缶式（熊用）   

小 俣 武 一 瀬戸全域・駒宮・浅川 ドラム缶式（熊用）   

長 坂 利 光 小篠・津成・太田・小田・久保     

小 林 恒 雄 小倉・田中・幡野・小沢・朝日小沢     

杉 本 芳 治 伊良原・四季の丘     

水 越 董 夫 殿上・猿橋     

藤 本 万 壬  下鳥沢・中野・堀の内・山谷・坂尻・宮谷 ドラム缶式（熊用）   

（会長職務代理） 

駒 澤 近 夫 
上鳥沢・寺向・大久保・駅南・小向・袴着     

（会 長）      

杉 本 成 司 
梁川全域 

ドラム缶式（熊用）・両開き

式（猪・熊用） 
  

山
梨
県
農
政
推
進
農
業
委
員
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
十
一
月
二
〇
日
（
金
）
か
い

て
ら
す
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
県
下

農
業
委
員
約
四
○
○
名
が
参
加
、
大

月
市
で
も
十
一
名
の
委
員
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
大
会
終
了
後
、
日
本
戦
略

情
報
研
究
所
の
林 

文
隆
氏
に
よ

る
「
二
十
一
世
紀
の
日
本
は
明
る

い
」
を
テ
ー
マ
に
有
益
な
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
一
年
度
地
区
別
農
業
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
十
一
月
十
八
日
（
水
）「
う

ぐ
い
す
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
富

士
・
東
部
地
域
の
農
業
委
員
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

「
農
業
の
六
次
産
業
化
と
シ
ス

テ
ム
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目

指
し
て
」
に
つ
い
て
山
口
県
船
方

農
場
グ
ル
ー
プ
代
表
の
坂
本 

多

旦
氏
に
よ
る
有
益
な
講
演
会
と
、

農
業
委
員
に
は
勉
強
と
な
る
「
農

地
法
の
改
正
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

と
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

○ 

お 

知 

ら 

せ 

○ 

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
た
め
の
檻
の
設

置
に
は
狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
免
許
）
の

取
得
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成
十
九

年
よ
り
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
「
網
猟
免
許
」
と
「
わ
な
猟
免

許
」
が
別
々
と
な
り
、
わ
な
猟
免
許
が

取
得
し
易
く
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は

左
記
に
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。 

富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務
所 

森
づ
く
り
推
進
課 
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